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カタロギング・ルールの共有化に向けて

　フィルム・アーカイブに収蔵されている映画

フィルムを有効活用するには、フィルムを適

切に検査し、客観的なデータを得て、それを

一貫性のあるルールのもとでカタロギングす

る必要がある。誰もが、いつ、どこからでもフ

ィルム・アーカイブのデータベース（DB）にアク
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セスできることが理想とされるインターネット

時代においては、国内外のフィルム所蔵機関

がカタロギング・ルールを共有し、将来的に

DBの横断検索を可能にすることが最終的な目

標となる。ある一本の映画が国内外のフィルム・

アーカイブに残存しているかどうかを確認する

には、これまで各アーカイブへ個別に照会しな

ければならなかったが、カタロギング・ルール

▲図1：フィルム調査カード

の共有化が進展すれば、こうした課題を徐 に々

解消してゆくことができるだろう。

　国際フィルム・アーカイブ連盟（FIAF）では、

1968年にカタロギング・コミッションを設置し、

79年と91年にルールを刊行・改訂し、現在は

最新版の草稿がインターネット上で確認でき

る状況にある（http://www.filmstandards.org/

fiaf/wiki/doku.php）。FIAF加盟機関内での周

知とその後の活用はこれからの段階であるが、

昨年マケドニアで開催されたFIAFスコピエ会

議においても、同マニュアルの各国語版への

翻訳が呼びかけられており、当館もいずれは同

マニュアルを日本語へ翻訳し、従来のカタロ

ギング・ルールを改訂する際の参考にする必要

があるだろう。とはいえ、1979年のマニュアル

公開から36年の紆余曲折を経てようやく固ま

りつつあるルールでもあり、今はまだ個々のフ

ィルム・アーカイブ独自の取り組みが先行して

いるのが現状である。

　実際、当館でもFIAFのカタロギング・ルール

を参照しつつも、日々のフィルム検査業務を通

じて新たに生じた課題をそのつど現場で解消

しながら、独自のルールを設定している。こう

した独自ルールに基づいて、フィルムを検査し

て得られる様々な物理的情報や、画面をキャ

プチャして得られる文字情報や、文献調査等

を通じて得られる作品情報をNFCD（National 

Film Center Database）というDBに落とし込ん

でいる。現在は、当該フィルムが映写可能か

どうかの判断が難しいうえに、著作権の帰属が

不明確なフィルムが数多く存在することから、

外部への公開は一部に制限されている。さら

に、国内の映画フィルム所蔵各機関のあいだ

でさえカタロギング・ルールが共有されている

とは言いがたく、それぞれが独自のルールの

もとにDBを作成していると思われる。このよう

にルールの共有化には、まだ乗り越えなけれ

ばならないいくつものハードルが存在している

が、少なくとも現時点では、多くの時間とマン

パワーを要するフィルム検査業務を適切に行

うためにも、検査項目の共有化を図っておくこ

とが望まれる。NFC館内に搬入されたフィルム

が保存庫に格納されるまでの作業手順につい

ては、主任研究員のとちぎあきらが「映画フィ
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▲図2：ドイツ・ケム社製の編集台

ルムの検査・登録と新たな画面取り込みシステ

ムの開発」（『NFCニューズレター』89号、14-15

頁、2010年）と題して解説を行っているが、以

下では、NFCのカタロギング作業の実際につ

いてさらに知っていただくことを目的に、フィ

ルム検査時に作成している「フィルム調査カー

ド」（図1）における検査項目の細目とその記入

方法について解説を行う。

フィルム検査業務の重要性

　フィルム調査カードの作成にあたっては、ま

ず最初に、搬入されたフィルムの状態を確認

するとともに1、納品時に寄贈者から入手したフ

ィルム・リストに記載されている情報と、実際の

フィルムから得られる情報とが一対一で対応し

ているかどうかの確認を行う必要がある。次に

フィルム検尺を実施する。このプロセスがNFC

にとって大切なのは、フィルム検査完了後に美

術品として保存庫に収蔵されるフィルムの資産

価値を査定するうえで、フィート長が欠かせな

い尺度となるからである。また、コマ単位で尺

を測っておくことは完全度の確認とともに、フィ

ルムの欠損事故に際しての補修作業や、デジ

タル技術を用いたフィルムの復元作業にとって

も重要である。具体的な検尺作業を行うに際し

ては、まず、編集台にかかるフィルムと、劣化、

損傷および縮み等により、どうしても編集台に

かからないフィルムが出てくるだろう。編集台

にかかるフィルムについては、検尺メーターで

正確なフィート数とコマ数を計測し、編集台に

かからないものについては、手動の巻き取り機

で巻き取りながら、フィルムの状態を確認し、

フィルム現物の見た目の大きさからおおよその

尺数を求めている。

　こうして受入時のフィルムの長さ（フィート長）

を確認しながら、次にあげるその他の細目、す

なわち、①種別、②メインタイトル、③形状と

ジェネレーション、④可燃性／不燃性、⑤フ

ィルムの製造会社と年代、⑥カラーの種類や

画面比率、⑦無声映画／トーキー映画、⑧無

声映画の適正映写速度（fps）と上映分数等に

ついて、フィルムを取り扱う熟練した技術を持

っている検査者が、記入を進めてゆく。

　フィルムの状態を肉眼で確認するとともに、

モニター上に現れる画や音声を確認しながら、

まずは①当該フィルムが「日本映画」なのか「外

国映画」なのか、「劇映画」「文化・記録映画」「ア

ニメーション映画」「ニュース映画」「テレビ用映

画」「その他」といった種別を確定する。また、

②デジタルカメラを特別に付設した編集台に

よって画像をキャプチャーし（「コマ抜き」と呼

んでいる）、それを基に個々のフィルム題名を

特定する。さらに③フィルムの形状（「35mm」

「16mm」「9.5mm」等）やジェネレーション（「上

映用プリント（P）」「オリジナルネガ（ON）」「デュ

ープネガ（DN）」「マスターポジ（MP）」「インター

ネガ（IN）」等）、あるいは④可燃性フィルムか

不燃性フィルムかといったフィルムベースの

確認を行うとともに、⑤フィルムのエッジ部分

に刻印されている「KODAK」「FUJI」等のエッジ

コードを基にフィルムの製造年代を特定した

り、⑥カラーの種類や画面比率、⑦トーキー

映画か無声映画か（⑧無声映画の場合は試写

を実施してfpsと上映分数を確定する）といっ

たモノとしてのフィルムから得られる、あらゆ

る特徴を把握してゆく。

　こうしてフィルムから多くのデータを抽出

し、DBへの登録を日常的に行っている当館で

は、「作品ID」に複数の「フィルムID」をぶら下

げる形で登録がなされており、最長版の作成

やデジタル復元に際して、既蔵フィルムを比

較検討する際の手がかりとしている。たとえば

一つの作品IDに対して、異なる長さのフィル

ムが現存していることが確認されれば、両者を

二連式の編集台（図2）にかけて互いに異なる

フッテージが含まれているかどうかを同定する

ことができるだろう。

　当館のフィルム検査では、たとえ直近のアク

セスが約束されていないようなフィルムであっ

ても、5年後ないしは10年後の利用を想定し、

上記のような「完全主義」とも言える細やかさ

で、搬入されるフィルムを1本1本検査している。

こうした地道なフィルム検査業務の実際につい

て知っていただくことで、将来的に国内の映画

フィルム所蔵機関のあいだでカタロギング・ル

ールが共有され、少しでも利用者のアクセスに

つながれば幸いである。
（フィルムセンター研究員）

註
1 原版類の取り扱いについては、編集台にかける際に傷がつかない

ように、より注意深くフィルムを扱う必要がある。また、画ネガと

音ネガが同時に搬入された場合には、二連の編集台（図2）であれ

ば画ネガと音ネガを同時にかけて、その対応関係を確認すること

ができるが、一連の編集台であれば画音の対応関係はフィルム検

査者の記憶に頼らなければならない。


